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新型コロナウイルス変異株ＰＣＲ検査等について 

１ 変異株 PCR検査（N501Yスクリーニング検査）                               

（1）環境保健研究センター 

※ L452R 変異株スクリーニング検査を併せて実施 

（2）民間検査機関 

 

 

２ 変異株 PCR検査（L452Rスクリーニング検査）                                 

（1）環境保健研究センター 

※ N501Y 変異株スクリーニング検査を併せて実施 

（2）民間検査機関 

実施月 総件数（件） うち陽性（件） 検査対象 

令和３年２月 47 0 １月～２月公表分検体 

３月 31 0 ２月～３月 21 日公表分検体 

４月 121 ３ ３月 22 日～４月 26 日公表分検体 

５月 139 46 4 月 14 日～5 月 30 日公表分検体 

６月① 24 14 5 月 11 日～６月７日公表分検体 

６月② 18 16 6 月１日～６月 19 日の公表分検体※ 

６月③ 33 29 ５月 20 日～６月 24 日の公表分検体※ 

合計 413 108  

実施月 総件数（件） うち陽性（件） 検査対象 

令和３年４～５月 ８ １ ３月 17 日～５月 18 日公表分検体 

令和３年５～６月 ５ １ ５月１日～６月１日公表分検体 

令和３年６月① ２ ２ ６月１日～６月 11 日公表分検体 

合計 15 ４  

実施月 総件数（件） うち陽性（件） 検査対象 

令和３年６月① 18 ０ 6 月１日～６月 19 日の公表分検体※ 

６月② 33 ０ ５月 20 日～６月 24 日の公表分検体※ 

７月① 28 ４ 
５月３日～７月６日の公表分検体 

（５月公表分検体 ５件を含む） 

合計 79 ４  

実施月 総件数（件） うち陽性（件） 検査対象 

令和３年６月① ３ ０ ５月１日～６月 11 日公表分検体 

合計 ３ ０  
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３ ゲノム解析結果（国立感染症研究所）                       

 

検査 

分類 

検体 

送付 

総件数 

（件） 

解析結果（件） 

摘 要 
国内第２

波系統 

国内第３

波系統 

E484K 

(R.1 等) 

ｱﾙﾌｧ株 

(B.1.1.7) 

解析 

不能 

定期 

検査 

１～４

回目 
274 155 62 55 0 2 R2.7 月～R3.4 月分検体 

５回

目 
56 0 0 56 0 0 R3.3.30～4.26 分検体 

随時 

検査 

１～３

回目 
９ 0 0 0 ８ １  

４回

目 
40 0 0 0 36 4  

計 379 155 62 111 44 ７  

 

４ 今後の対応（変異株 PCR等検査体制）                        

 

・ 令和３年６月 22日から実施している L452Rスクリーニング検査の継続（県環境保健研究セン

ターでは、原則として、全ての検体の検査を実施。ただし、感染経路が明らかな事案を除く。） 

・ これまで国立感染症研究所に依頼していたゲノム解析について、令和３年７月 12日から、環

境保健研究センターにおいても実施。（最大検査件数：12件／週）
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（参考） 

感染・伝搬性の増加や抗原性の変化が懸念される 

新型コロナウイルス（SARS-CoV-２）の新規変異株について（第 10報） 抜すい 

 

国立感染症研究所    

2021年 7月 6日 18：00時点    

【B.1.617.2系統の変異株（デルタ株）】 

・ WHOのグループの解析によれば、B.1.617.2系統（デルタ株）の実効再生産数は非 VOCs/VOIs

株に比べて 97% (95%CI: 76-117)の増加を認め、他の VOCsと比べても、B.1.1.7系統（アルファ

株）、B.1.351系統(ベータ株)、P.1系統（ガンマ株）と比べてそれぞれ、55%、60%、34％の増加

を認めた(8)。 

・ 国内のグループの解析でも、デルタ株は非 VOCs/VOIs株に比べて実効再生産数が 94.8% 増加し

ていることが示された（9）。 

・ シンガポールの研究では、デルタ株では、非 VOC株に比べて、酸素利用、ICU入室または死亡

のリスクが 4.9倍(95%CI: 1.43-30.78)上昇し、肺炎のリスクが 1.88倍(95%CI: 0.95-3.76)との

報告がある。また、PCRの Ct値もデルタ株患者で優位に低かった。また、Ct値低値（30以下）

の期間もデルタ株（中央値 18日）では非 VOC株（中央値 13日）に比べて長かった（10）。 
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令和３年６月 17日 新型コロナウイルス感染症対策分科会提言 

 

 


